
不
足
額
に

事
業
年
度
の
末
日

が
平
成
二
十
五
年

三
月
三
十
日
ま
で

の
間

不
足
額
か
ら
最
低
積
立
基
準
額
に
〇
・
一
〇
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除

し
た
額
（
当
該
額
が
零
未
満
と
な
る
場
合
に
あ
っ
て
は
零
と
す
る
。）に

事
業
年
度
の
末
日

が
平
成
二
十
五
年

三
月
三
十
一
日
か

ら
平
成
二
十
六
年

三
月
三
十
日
ま
で

の
間

不
足
額
か
ら
最
低
積
立
基
準
額
に
〇
・
〇
八
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除

し
た
額
（
当
該
額
が
零
未
満
と
な
る
場
合
に
あ
っ
て
は
零
と
す
る
。）に

六
十
分
の
一

事
業
年
度
の
末
日

が
平
成
二
十
五
年

三
月
三
十
日
ま
で

の
間

千
五
百
分
の
十
五

事
業
年
度
の
末
日

が
平
成
二
十
五
年

三
月
三
十
一
日
か

ら
平
成
二
十
六
年

三
月
三
十
日
ま
で

の
間

千
五
百
分
の
十
七

事
業
年
度
の
末
日

が
平
成
二
十
六
年

三
月
三
十
一
日
か

ら
平
成
二
十
七
年

三
月
三
十
日
ま
で

の
間

千
五
百
分
の
十
九

事
業
年
度
の
末
日

が
平
成
二
十
七
年

三
月
三
十
一
日
か

ら
平
成
二
十
八
年

三
月
三
十
日
ま
で

の
間

千
五
百
分
の
二
十
一

事
業
年
度
の
末
日

が
平
成
二
十
八
年

三
月
三
十
一
日
か

ら
平
成
二
十
九
年

三
月
三
十
日
ま
で

の
間

千
五
百
分
の
二
十
三

百
五
十
分
の
一

事
業
年
度
の
末
日

が
平
成
二
十
五
年

三
月
三
十
日
ま
で

の
間

零

事
業
年
度
の
末
日

が
平
成
二
十
五
年

三
月
三
十
一
日
か

ら
平
成
二
十
六
年

三
月
三
十
日
ま
で

の
間

千
五
百
分
の
二

事
業
年
度
の
末
日

が
平
成
二
十
六
年

三
月
三
十
一
日
か

ら
平
成
二
十
七
年

三
月
三
十
日
ま
で

の
間

千
五
百
分
の
四

事
業
年
度
の
末
日

が
平
成
二
十
七
年

三
月
三
十
一
日
か

ら
平
成
二
十
八
年

三
月
三
十
日
ま
で

の
間

千
五
百
分
の
六

事
業
年
度
の
末
日

が
平
成
二
十
八
年

三
月
三
十
一
日
か

ら
平
成
二
十
九
年

三
月
三
十
日
ま
で

の
間

千
五
百
分
の
八
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第
九
十
四
条
第
七
項
中
「
規
定
は
、」を
「
規
定
は
」
に
改
め
、「
場
合
に
つ
い
て
」
の
下
に
「
、
第
八
条
第
二
項
の
規

定
は
規
約
型
企
業
年
金
の
事
業
主
が
行
う
第
一
項
及
び
第
四
項
の
申
請
に
つ
い
て
」
を
加
え
る
。

第
九
十
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

第
八
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
九
十
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

第
八
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
二
項
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
九
十
七
条
第
二
項
中
「
規
定
は
、」を
「
規
定
は
」
に
改
め
、「
場
合
に
つ
い
て
」
の
下
に
「
、
第
八
条
第
二
項
の
規

定
は
前
項
の
申
請
に
つ
い
て
」
を
加
え
る
。

第
百
二
十
三
条
第
七
項
中
「
第
八
十
九
条
の
規
定
」
を
「
第
八
条
第
二
項
の
規
定
は
規
約
型
企
業
年
金
の
事
業
主
が

行
う
第
一
項
の
申
請
に
つ
い
て
、
第
八
十
九
条
の
規
定
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

第
八
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
百
二
十
五
条
の
二
第
七
項
中
「
第
八
十
九
条
の
規
定
」
を
「
第
八
条
第
二
項
の
規
定
は
規
約
型
企
業
年
金
の
事
業

主
が
行
う
第
四
項
の
申
請
に
つ
い
て
、
第
八
十
九
条
の
規
定
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

第
八
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
三
項
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
百
四
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
資
産
の
移
換
を
す
る
場
合
の
掛
金
の
一
括
拠
出
に
係
る
積
立
金
の
算
定
方
法
）

第
百
四
十
一
条
の
二

令
第
九
十
一
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
第
八
十
七
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ

る
方
法
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
十
七
条
の
二
第
一
項
中
「
分
割
」
と
あ
る
の
は
「
移
換
」
と
、「
移
換

先
確
定
給
付
企
業
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
実
施
事
業
所
の
事
業
主
が
実
施
す
る
企
業
型
年
金
の
資
産
管
理
機
関
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
四
十
二
条
第
二
項
第
三
号
中
「
前
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
百
四
十
一
条
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条

第
四
項
第
三
号
中
「
前
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
百
四
十
一
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
積
立
不
足
に
伴
う
掛
金
の
拠
出
に
つ
い
て
の
経
過
措
置
）

第
二
条

事
業
年
度
の
末
日
が
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
五
十
八
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
号
の
表
の
う
ち
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
字
句
を
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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